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坂城

慧みをく森則

5万分の1地質図幅の新刊
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5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

い中新世のグリンタ

フが卓越し西側は

別所層からはじまる

堆積岩を主とする地

層が分布し大局的

に北へ向って次第に

若い地層が分布する

ようになる.地域

全般にわたって斑

岩･ひん岩･閃緑

岩などの岩脈が多く

独立した高峰をなし

ていることが多い.

また北西部には聖

高原がありこれは鮮

新世から更新世の溶

岩類からなっている.

･内村層は河東地域に分布しグリンタフと称される緑

色凝灰岩と黒色頁岩からなり4部属に分けられる.

別所層は主に頁岩からなるがスランプ構造や小榴曲

が著しい.

･青木層は5部属に分けられる.一般に砂質泥岩や砂

岩泥岩互層が優勢で堆積構造などの発達が著しい.

小川層からは砂岩礫岩が優勢となるが青木層と共に

化石を多く産する.
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･坂城図幅は長野県北部に位置しいわゆるフォッサマ

グナの一画を占めている.千曲川が図幅地域の東寄

りを北酉一南東方向に流れ小諸はわずかに上流長

野市は下流である.この地域は昭和初期に故本間

不二男博士によって｢信濃中部地方誌｣として集大

成された地域の一部にあたっており内村層･別所層

･青木層と昔からなじみの深い地層名がつぎつぎと登

場する.

･千曲川は図幅地域を東側の河東地域と西側の河西地

域とに分ける.河東地域は大部分が河西地域より古

･中新世後期の裾花層･辺地層と地層は次第に火山岩に

富むようになり鮮新世からは冠着火山岩や三峰火山

岩が高原を作るようになる.一方地域南西部の塩田

平を中心として湖成層が分布し哺乳類化石が多く出

土している.全域には立山火山起源と目される大町

テフラ層が広く覆っている.
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